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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 9,266 △9.1 126 △35.6 171 △29.2 88 △32.7

21年3月期第3四半期 10,191 ― 195 ― 242 ― 131 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 4.96 ―

21年3月期第3四半期 7.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 19,209 9,110 47.4 510.27
21年3月期 19,290 9,117 47.3 510.49

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  9,110百万円 21年3月期  9,117百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 7.00 7.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

7.00 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 △6.0 350 △48.1 400 △43.5 250 △36.9 14.00
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業績
の変化等により、上記の予想数値と異なる場合があります。 
 なお、業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 18,018,000株 21年3月期  18,018,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  163,669株 21年3月期  156,758株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 17,856,853株 21年3月期第3四半期 17,871,314株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融危機を契機とする景気後退に歯止めがかかり、回復

の兆しがみられるものの、雇用及び設備の過剰感は解消されない状況が続いており、依然として景気の不透明

感は拭い切れず予断を許さない厳しい経営環境が続いております。 

このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました結果、当第３四半期連

結累計期間の売上高は、92億66百万円と前年同期比９億24百万円（9.1％）の減収となりました。 

利益につきましては、販売費及び一般管理費の削減に努めましたが、営業利益は１億26百万円と前年同期比

69百万円（35.6％）、経常利益は１億71百万円と前年同期70百万円（29.2％）、四半期純利益は88百万円と前

年同期比43百万円（32.7％）、それぞれ減益となりました。 

 

（事業の種類別セグメントの状況） 

 ［鉄道信号関連事業］ 

踏切障害物検知装置、集中監視装置などのフィールド製品及び電子連動装置などは増加しましたが、ＡＴＣ

（自動列車制御装置）、運行管理装置などのシステム製品が減少し、売上高は82億79百万円と前年同期比８億

３百万円（8.8％）の減少となりました。 

 ［産業用機器関連事業］ 

可塑成形、硬化成形は増加しましたが、情報通信機器、化学車制御装置、金属メッキ、金型が減少し、売上

高は９億87百万円と前年同期比１億20百万円（10.9％）の減少となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ81百万円減少し、192億９百万円と

なりました。これは、たな卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が21億54百万円、現金及び預

金が３億37百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び売掛金が24億88万円減少したことなどによるもので

す。 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ73百万円減少し、100億98百万円とな

りました。これは、短期借入金が４億85百万円増加しましたが、未払法人税等が３億19百万円、支払手形及び

買掛金が81百万円、それぞれ減少したことなどによるものです。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ７百万円減少し、91億10百万円となりま

した。これは、その他有価証券評価差額金が30百万円増加しましたが、利益剰余金が36百万円減少したことな

どによるものです。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ３億７百万円増加し、21億96百万円となりました。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金は、１億50百万円の減少（前年同期は８億97百万

円の減少）となりました。 
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これは、売上債権の回収により24億88百万円資金が増加しましたが、たな卸資産の増加による支出が21億

54百万円、法人税等の支払が３億50百万円あったことなどによるものです。 

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金は、１億46百万円の減少（前年同期は３億77百万

円の減少）となりました。 

これは、有形及び無形固定資産の取得による支出が１億９百万円あったことなどによるものです。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金は、６億４百万円の増加（前年同期は２億19百万

円の増加）となりました。 

これは、配当金の支払が１億24百万円ありましたが、短期借入金が８億30百万円増加したことなどによる

ものです。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成21年11月

４日に「業績予想の修正に関するお知らせ」において公表いたしました通期連結業績予想に変更はありませ

ん。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切り下げを行う方法によっております。 

 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

する方法によっております。 

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

 

③法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 
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(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半

期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実

性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ

いては工事完成基準を適用しております。 

なお、当第３四半期連結会計期間末においては工事進行基準の適用に該当するものがないため、これによ

る当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

 

②追加情報 

  ⅰ) 製造管理単位の小口化 

当社はきめ細かい生産管理を行うため、第１四半期連結会計期間から製造管理単位を小口化することによ

り、仕掛期間を短縮する運用に変更いたしました。 

これにより、当第３四半期連結会計期間末のたな卸資産の金額は、前連結会計年度以前の管理方式によっ

た場合に比べ、「仕掛品」が488,328千円減少し、「原材料及び貯蔵品」が同額増加しております。 

  ⅱ) 賞与引当金 

従業員への未払賞与については、従来「未払費用」として処理しておりましたが、リサーチ・センター審

理情報No.15「未払従業員賞与の財務諸表における表示科目について」に従い、第１四半期連結会計期間から

支給額が確定していない金額については「賞与引当金」として処理しております。 

これによる、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,277,307 1,939,440

受取手形及び売掛金 3,348,406 5,837,097

商品及び製品 3,040,474 2,711,743

仕掛品 4,164,118 2,870,467

原材料及び貯蔵品 1,081,499 549,523

その他 465,582 419,261

貸倒引当金 △2,951 △3,988

流動資産合計 14,374,437 14,323,544

固定資産   

有形固定資産 1,805,132 1,971,043

無形固定資産 57,494 51,826

投資その他の資産   

投資有価証券 2,343,099 2,289,427

その他 630,107 655,764

貸倒引当金 △1,187 △1,187

投資その他の資産合計 2,972,018 2,944,004

固定資産合計 4,834,646 4,966,875

資産合計 19,209,083 19,290,420
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,101,066 3,182,851

短期借入金 3,955,347 3,469,841

未払法人税等 5,489 325,130

賞与引当金 207,533 －

役員賞与引当金 5,100 34,550

その他 723,029 1,319,997

流動負債合計 7,997,567 8,332,370

固定負債   

長期借入金 335,359 89,786

退職給付引当金 1,600,528 1,591,362

役員退職慰労引当金 157,897 158,955

その他 7,245 －

固定負債合計 2,101,029 1,840,104

負債合計 10,098,596 10,172,474

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 6,047,432 6,083,819

自己株式 △45,039 △43,163

株主資本合計 8,736,149 8,774,412

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 374,337 343,532

評価・換算差額等合計 374,337 343,532

純資産合計 9,110,487 9,117,945

負債純資産合計 19,209,083 19,290,420
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 10,191,158 9,266,951

売上原価 7,830,510 7,162,303

売上総利益 2,360,648 2,104,648

販売費及び一般管理費 2,164,716 1,978,374

営業利益 195,932 126,273

営業外収益   

受取利息 1,032 607

受取配当金 46,053 45,334

受取保険金 34,734 39,466

その他 17,225 4,822

営業外収益合計 99,045 90,230

営業外費用   

支払利息 52,529 44,035

その他 27 780

営業外費用合計 52,556 44,815

経常利益 242,421 171,689

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 787

償却債権取立益 450 250

特別利益合計 450 1,037

特別損失   

固定資産除却損 － 335

投資有価証券評価損 7,078 －

その他 1,348 －

特別損失合計 8,427 335

税金等調整前四半期純利益 234,444 172,390

法人税、住民税及び事業税 35,748 32,791

法人税等調整額 67,049 50,958

法人税等合計 102,798 83,749

四半期純利益 131,645 88,641
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 234,444 172,390

減価償却費 232,841 259,196

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,972 △1,037

賞与引当金の増減額（△は減少） － 207,533

受取利息及び受取配当金 △47,085 △45,942

支払利息 52,529 44,035

固定資産除却損 30 335

売上債権の増減額（△は増加） 1,241,568 2,488,690

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,078,948 △2,154,358

仕入債務の増減額（△は減少） 136,369 △81,784

退職給付引当金の増減額（△は減少） 50,892 9,165

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23,321 △1,058

未払消費税等の増減額（△は減少） △100,847 △52,909

未払費用の増減額（△は減少） △271,575 △695,665

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,328 △85,169

その他の流動負債の増減額（△は減少） 69,986 168,356

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,786 △29,450

その他 15,975 △3,530

小計 △492,627 198,801

利息及び配当金の受取額 47,085 45,942

利息の支払額 △52,529 △44,035

法人税等の支払額 △399,584 △350,885

営業活動によるキャッシュ・フロー △897,655 △150,177

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △40,000 △56,000

定期預金の払戻による収入 16,000 26,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △329,212 △109,106

投資有価証券の取得による支出 △25,904 △10,110

貸付けによる支出 － △12,000

貸付金の回収による収入 1,160 14,165

その他 210 610

投資活動によるキャッシュ・フロー △377,746 △146,441

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,325,000 1,340,000

短期借入金の返済による支出 △2,949,500 △510,000

長期借入れによる収入 100,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △126,782 △598,921

自己株式の取得による支出 △3,681 △1,876

配当金の支払額 △125,168 △124,716

財務活動によるキャッシュ・フロー 219,868 604,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,055,533 307,866

現金及び現金同等物の期首残高 3,027,920 1,888,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,972,387 2,196,307
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 該当事項はありません。 
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